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1．はじめに

近年，景観色彩は，公共性という観点から，それらを見る

人の 印象や快適感（快 不快）に配慮した計画の立案
・実行が

求められて いる．

本研究は，景観色彩の謂 面に つ ながるで あ ろう潜在的，内

的基準として の色分布を探索する．ここ で は，「住宅街
・
住宅

地区」，「商店街・商業地区」および「行政・才フィス地区」の 3

つ の 基本的な地区の街並みに対し，人が潜在的にもっ て い

る内的（心的）なイメージと色の 関係を調査し，プラス または

マ イナ ス イメージに結び付く傾向にある景観色範囲を提示

することを目的とする．

前報 1では、無彩色か ら高彩度色にわたる計159の単色サ

ンプル を，被験者各自の 「街らしさ」とい う内的（心的）基 準に

基づき評価してもらっ た結果か ら，各地区の 「街らしい 」また

は「街らしくない 」色相範囲および色調範囲を報告した．

本報で は，
’
前報

1）
と同じ単色サ ンプル を用い ，同じ被験者

に，各地区の 街並み の 中に サ ン プル の ような色を基調とす

る建物が見えることに 「違和感」があるかどうか評価してもら

っ た．各地区の中で 大きな色面として 見えることが「違和感」

に結び付く色範囲を報告するともに，前報
1〕
から得られた 「街

らしくない 」とい う空間の 雰囲気的な マ イナ ス イメージと，見

え ることの 「違和感」との 関係に つ い て考察する、

2．実験の 概要

2−1．色サン プル

前報
1）
と同じ計159の 色紙を色刺激とした．被験者に評価し
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園1 等色相面における色サ ン プル の 分布（色相4Rの 場合）

68

てもらう色サ ンプル は，色紙（3cmX3 。 m ）を台紙（N6．5，14Gm
× 20。m ）の中央に1枚ずつ 貼り付けて 作成した．図1に，等色

相面（色相4R）における色サ ン プ ル の 分布を示す．色相に よ

り，PCCS の 11トーン（v，　b，晦，　k，　Sf，　d，　dk，　p，  ，　g，　dkg）の

明度値 彩度値が異なるが，相対的なサ ンプル の位地関係

は同様である．

2−2．評価方法

被験者に，実験の 主旨を説明し，想定してもらう3つ の地区

の 街並み に つ い て 「艷 茎は，住宅が 中心となっ

て い る街並み ，住居の 周辺の 通 りの街並み ，商廬遜

地区は、買物や飲食などを楽しむため に訪れる通りで，店

舗が建ち並ぶ通りの街並み、行政・オフィス地区は，都道府

県・市町村の 庁舎 ・役場や企業の オフ ィス ビル など，業務 ビ

ジネス のため の建物が 中心となっ て い る通りの街並み 」とイ

ンス トラクシ ョン した後，「あなたは，この ような色を基調とす

る建物 ＝ その 外観全体または壁面
・
屋根などの 大きな面積

をサ ンプル の ような色が占め て見える建物）がそれぞれの街

並みの 中に見えることにつ い てどのように思 い ますか 」とい

う質問に対し，「特に 問題ない の で見えて よい 」，「少し違和

感があるが見えてもかまわない 」、「強い 違和感があるの で

見えない方がよい 」の 3段階で，1サ ン プルずつ r3 つ の 地区

に つ い て同時に評価して もらっ た、色サ ンプル の評価順序

は，被験者間 で ラン ダム とした．

なお、被験者（大学生48名，うち男子 10名，女 子 38名）およ

び実験室の空間条件は，前報 1）
と同じである，

3．結果

3−1．色相・色調と「違和感」の 関係

表1〜3は r想定された地区ごとに ，全て の 色サ ンプル に つ

い て 「強い 違和 感があるの で 見えな い 方がよい 」の 回答 人

数を示 したもの である．ここで r 数値は人数を表し，数字 の

色と背景色の組み合わせは，次のとお り回答率の 区分を表

して い る．
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「住　　i・住宅地区 （ 1a〜c）： 彩度の 影響が大きく，中

彩度色（k，謡 d，dkトーン）から高彩度色（v ，　b，　dpトーン〉にか

けて 「見 えない方がよい 」という回答率が高くなる傾向があ

る．特に、紫系の 色相で は，中〜高彩度の 色調範囲全体が

「見えない方がよい 」色とされる傾向にある、

m 　　　　　　）： 彩度の影響は顕著で なく，

全体的に 「見え ない方が よい 」という回答率が低い 、ただし，

その 中で も高彩度色（v．b，　dpトーン ）および無彩色から中彩

度色にか けての 明度の低い 暗い色調（Nl．5〜N2．5，　dk，　 g，

d  トーンなど）で 「見えない方がよい 」とする割合がや や高く

なっ て いる．

「行政・オフィス 地区 （ 3a〜c ： 厂住宅街
・
住宅地区」と同

様に，彩度の影響が 大きい ．ただし，「住宅街・住宅地区 」で

は 暖色系（赤一黄）の 色相で，「行政・オフィス 地 区 」で は寒色

系（青）の 色相で，それぞれ「見えない 方がよい 」の 回答率が

相対的に低くなる傾向がある．

また，3つ の 地区に共通する傾 向として ，無彩色と低彩度

色の 中でも，明度の 低い暗い色調で は 「見えない方がよい 」

と感じる割合が高くなる傾向がある．これは、地区に よらな

い建物全般に対する色彩イメージなのかもしれない ．

「色の公害」，「騒色」の主要因として ，彩度の 高い大きな色

面が周囲から突出して 見えることがあげられる．本実験の

結果は、あくまで イメージ上 の 「違和感」か ら見え てもよい か

どうかを評価したもの であるが，「住宅街・住宅地 区」と「行

政 ・オフィス 地区」にお い て 彩度の影響が顕著であっ た．ま

た，この 2つ の 地区は，その 街並み の 色彩イメ→ 冫が被験者

間で かなり共通して おり，街並みを構成する建物の 外観色

の範疇が，各自の 中に，低彩度域を中心とする類似した色

分布を形成してい ると推察される．

3−2．雰囲気的なマ イナ ス イメージ「街らしくない 」と見える

　　　ことの 「違和感ー の 関係に つ い て

前報
1）
の 実験およびア ンケート結果から，色彩イメ

ー
ジとし

て の 「街らしさ」は，「住宅街
・
住宅地区」と「行政・オフ ィス地

区」で は建物の ベ ー
ス カラH 壁や屋根など）として見慣れた，

またはふさわしい 色として ，「商店街・商業地区」で はサイン

やディス プレイなどのアクセン トカラ
ー

および賑わい や空間

の 明るい 雰囲気を連想する色として，それぞれ評価され る

傾向が認められた、こ の ため，「住宅街
・
住宅地区」と「行政・

オ フィス 地区」に つ い て は ，「街らしくない 」という雰囲気的な

マ イナス イメージの 強い色と，建物の 外観色として見えるこ

とに強い 「違和感」がある色とは似通っ た色分布を示し，全

体として 「街らしい 色 ＝ 見えて よい 色 」，「街らしくない 色 ＝ 見

えない 方がよい色」とい う関係が見られた．これに 対し，「商

店街・商業地区」につ い て は，「街らしい 」とされた ビビッ ド，

ブライトト
ー

ン の高彩度色におい て ，「見えて良い 」とする意

見と「見えな い方がよい 」とする意見が分かれるなど，雰囲

気的な街 の マ イナ ス イメージと大きな面積で 見えるこ との

「違和感」は独立に評価されたことが推察される，また，これ

らの こ とから，実際の街並み評価にお い て も，「街らしい 色

＝見えてよい色」という関係が建物の べ 一スカラ
ーや街並

み 全体の基調色に つ い て 成立する場合は s見えることの

「違和感」に お け る個人 差が小さく，反対に，この 関係がア ク

セ ン トカラ
ーにつ い て 成立する場合に は，色が付属して見え

る景観要素の種類およびサイズ（面 責）などにより，不快と感

じる人と感じない 人との 意見が分かれることが推察される．

表1 「住 宅街・住宅地区 」の 厂見 えない 方がよい 」回答人 数

（a）Chromad．5以 上の有彩色　　　　　　　　　　　　　　 （c ）無彩色

（b）　Chr。  圃．0の 有彩色

表2 「商 店街・簡業地 区 」の 「見 えない 方 がよい 』回答人数

（a＞Chrema1．5以上 の有彩色　　　　　　　　　　　　　　 （o）無彩色

（b）Chromai．0の 有彩色

表3 「行 政・オフィス 地区」の 「見えない 方がよい 」回答人数

（a）（lhromad．5以上 の有彩色　　　　　　　　　　　　　　 （。〉無彩色

（b）Chromal ．Oの 有彩色
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